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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　落雷発生時に、各配電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定装置であっ
て、
　少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報とが対応付けられた落雷情報が記録された落雷
情報データベースと、
　前記各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースと、
　前記落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、前記配電設備位置データベ
ースに記録された前記各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と前記各配電設備との間
の距離を算出する距離算出手段と、
　前記距離算出手段により算出された落雷位置と前記各配電設備との間の距離及び、前記
落雷情報データベースに記録された当該落雷位置の落雷強度の情報を基に、前記各配電設
備の落雷により想定される被害を算出する想定被害算出手段と、
　前記想定被害算出手段により算出された、各々前記各配電設備の落雷により想定される
被害情報を出力する出力手段を備えた
　ことを特徴とする落雷被害想定装置。
【請求項２】
　前記落雷情報データベースには、落雷位置及び落雷強度の情報に、少なくとも落雷時間
が対応付けられた落雷情報が記録され、
　前記距離算出手段により算出された落雷位置と前記各配電設備との間の距離が、所定の
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長さ以内となる落雷情報及び配電設備を、それぞれ特定落雷情報及び特定配電設備として
抽出する特定落雷情報・配電設備抽出手段と、
　前記各配電設備の間の対応関係情報が予め記録された配電設備対応関係データベースと
、
　前記配電設備対応関係データベースの情報を基に、前記特定配電設備と対応関係にある
配電設備を、対応配電設備として抽出する対応配電設備抽出手段と、
　前記対応配電設備抽出手段にて抽出された前記対応配電設備について、前記特定落雷情
報の落雷時間から所定の時間内の状態変化を確認する状態変化確認手段とを備え、
　前記想定被害算出手段は、前記状態変化確認手段により確認された前記対応配電設備の
状態変化の情報、前記距離算出手段で算出された落雷位置と前記各対応配電設備との間の
距離及び当該落雷位置の落雷強度の情報を基に、前記各対応配電設備に対して、落雷によ
り想定される被害を算出する
　ことを特徴とする請求項１記載の落雷被害想定装置。
【請求項３】
　前記想定被害算出手段は、想定される被害の有無及び、想定される被害の大小により、
前記各配電設備の落雷により想定される被害のランク付けを行う
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の落雷被害想定装置。
【請求項４】
　前記各配電設備には、配電柱、送電線、発電所及び変電所が含まれる
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の落雷被害想定装置。
【請求項５】
　前記出力手段は、表示装置を有する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の落雷被害想定装置。
【請求項６】
　前記出力手段は、前記各配電設備の想定される被害情報を地図上に表示する
　ことを特徴とする請求項５記載の落雷被害想定装置。
【請求項７】
　前記出力手段は、前記各配電設備の想定される被害情報を表形式で表示する
　ことを特徴とする請求項５記載の落雷被害想定装置。
【請求項８】
　落雷発生時に、各配電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定方法であっ
て、少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報とが対応付けられた落雷情報が落雷情報デー
タベースに記録され、かつ、各配電設備の位置情報が予め配電設備位置データベースに記
録され、落雷被害想定装置が、
　前記落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、前記配電設備位置データベ
ースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と前記各配電設備との間の距
離を算出し、
　算出した落雷位置と前記各配電設備との間の距離と、前記落雷情報データベースに記録
された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、前記各配電設備の落雷により想定される
被害を算出し、
　算出した前記各配電設備の落雷により想定される被害情報を出力する
　ことを特徴とする落雷被害想定方法。
【請求項９】
　少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報が対応付けられた落雷情報が記録された落雷情
報データベースと、各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースと
を用いて、コンピュータにより落雷発生時の配電設備の落雷による被害想定を行う落雷被
害想定用プログラムであって、
　前記落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、前記配電設備位置データベ
ースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と前記各配電設備との間の距
離を算出するステップと、
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　算出した落雷位置と前記各配電設備との間の距離と、前記落雷情報データベースに記録
された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、前記各配電設備の落雷により想定される
被害を算出するステップと、
　算出した前記各配電設備の落雷により想定される被害情報を出力するステップをコンピ
ュータに実行させる
　ことを特徴とする落雷被害想定用プログラム。
【請求項１０】
　少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報が対応付けられた落雷情報が記録された落雷情
報データベースと、各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースと
を用いて、コンピュータにより落雷発生時の配電設備の落雷による被害想定を行う落雷被
害想定用プログラムを記録した記録媒体において、
　前記落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、前記配電設備位置データベ
ースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と前記各配電設備との間の距
離を算出するステップと、
　算出した落雷位置と前記各配電設備との間の距離と、前記落雷情報データベースに記録
された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、前記各配電設備の落雷により想定される
被害を算出するステップと、
　算出した前記各配電設備の落雷により想定される被害情報を出力するステップを実行さ
せるためのプログラムが記録されている
　ことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、落雷発生時に、各配電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定
装置、落雷被害想定方法、落雷被害想定用プログラム及び記録媒体に関する。詳しくは、
落雷位置、落雷強度及び各配電設備の位置の情報を用いることで、各配電設備について、
落雷による被害の想定を迅速に且つ高精度に行うことを可能とするものである。
【背景技術】
【０００２】
　落雷が発生した際には、各種の配電設備にて碍子の破損による地絡・短絡の発生、送配
電線の断線等の設備被害が発生する恐れがある。落雷による設備被害としては、落雷の直
後に停電が発生するものと、落雷の直後の停電発生はないが将来停電事故に繋がる恐れの
あるものがある。
【０００３】
　将来停電事故に繋がる恐れのある設備被害としては、碍子に発生したクラック等がある
。クラックが発生した碍子においては、クラック内に降雨又は霧などにより水が入り込み
、絶縁破壊が発生して地絡・短絡が発生する。また、クラック内の水分が蒸発すると絶縁
状態が解消して再度地絡・短絡から正常な状態に復帰する。
【０００４】
　また、各配電設備に発生する被害の状況は、落雷位置からの距離及び落雷強度などによ
って異なり、落雷位置から近いほど又は落雷強度が強いほど、大きな被害に繋がる恐れが
ある。
【０００５】
　このため、落雷により各種事故が発生した際には、落雷位置の情報を基に、被害が発生
している恐れのある配電設備を特定する必要がある。落雷位置を標定するシステムとして
は、落雷位置標定システム（ＬＬＳ：Lightning Location System）が使用される。ＬＬ
Ｓは、複数の方位探知局のアンテナにより落雷による電磁波を測定し、この各測定結果に
含まれる落雷方向のデータに基づき落雷位置を標定するものである。
【０００６】
　ＬＬＳにて得られた落雷位置の情報を用い、人間の作業により地図上へ落雷位置をプロ
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ットする等の方法により、落雷位置の近傍に位置する配電設備を、被害が発生している恐
れのあるものとして特定する。さらに、送電系統において送電可能な範囲を確認すること
により、被害発生の恐れのある配電設備の絞込みを行うことができる。
【０００７】
　またＬＬＳによる落雷位置の標定方法に関して、各標定区分の地理的な影響を除き、標
定点の測定精度を向上させるものが提案されている（例えば特許文献１）。
【０００８】
　特許文献１に開示される落雷位置の標定方法では、各標定区分毎に設定されたメンバシ
ップ関数及び重み係数を用いて標定点を算出する。これにより、各標定区分の地理的な影
響を加味して標定点を算出することを可能にし、落雷の方向だけで標定点を算出する場合
と比べて、標定点の測定精度を向上させるものである。
【０００９】
　さらに、ＬＬＳにて得られた落雷位置の情報を基に、被害が発生している恐れのある配
電設備を特定する落雷事故点標定装置が提案されている（例えば特許文献２）。
【００１０】
　特許文献２に開示される落雷事故点標定装置では、ＬＬＳにより得られた落雷位置及び
落雷時間の情報と、事故発生の時間及び送配電線路名の情報を基に、落雷位置から最も近
傍に位置する配電設備を算出し、この配電設備を被害が発生している恐れのあるものとし
て特定するものである。
【００１１】
【特許文献１】特開平１０－２１３６４１号公報
【特許文献２】特開２００４－３３３４５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、前述した状来の方法による落雷による被害が発生している恐れのある配電設備
の特定方法では次のような問題があった。
【００１３】
　従来の方法では、人間の作業により地図上へ落雷位置をプロットし、落雷位置の近傍に
位置する配電設備を特定する作業に多くの時間・労力がかかってしまう問題があった。特
に落雷が広範囲にて多数発生した場合は、対象となるＬＬＳの情報も多くなり、その分多
くの時間・労力がかかり、迅速に事故に対応することができなくなってしまう問題があっ
た。
【００１４】
　また、クラックが発生した碍子のように、地絡・短絡の状態と正常状態を繰り返すよう
な設備被害の場合、送電系統において送電可能な範囲の確認による被害発生設備の絞込み
が行えないため、被害発生設備の特定がより困難である問題があった。
【００１５】
　また、特許文献１にて提案されている落雷位置の標定方法は、落雷の位置を標定させる
精度を向上させるための方法であり、落雷による被害発生の恐れのある配電設備を特定さ
せる方法には適用することはできない。
【００１６】
　また、特許文献２にて提案されている落雷事故点標定装置は、落雷位置からの距離のみ
を用いて落雷による被害発生の恐れのある配電設備を特定する構成である。よって、落雷
強度については考慮されておらず、被害発生の恐れのある配電設備を特定する精度を高め
ることができない問題があった。
【００１７】
　また、特許文献２にて提案されている落雷事故点標定装置は、地絡・短絡などによる事
故の発生後に、事故が発生している送配電線の配電設備のなかで、被害発生の恐れのある
配電設備を特定する構成である。このため、地絡・短絡などの事故は発生していないが、
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将来事故に繋がる被害が発生している恐れのある配電設備を特定することができない。
【００１８】
　本発明はこのような問題を解決するためになされたもので、落雷位置からの距離及び落
雷強度の情報を基に、配電設備の落雷による被害の想定を迅速に且つ高精度で行うことが
できる落雷被害想定装置、落雷被害想定方法、落雷被害想定用プログラム及び記録媒体を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上述した問題を解決するため、本発明に係る落雷被害想定装置は、落雷発生時に、各配
電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定装置であって、少なくとも、落雷
位置と落雷強度の情報とが対応付けられた落雷情報が記録された落雷情報データベースと
、各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースと、落雷情報データ
ベースに記録された落雷位置の情報と、配電設備位置データベースに記録された各配電設
備の位置情報とを基に、落雷位置と各配電設備との間の距離を算出する距離算出手段と、
距離算出手段により算出された落雷位置と各配電設備との間の距離及び、落雷情報データ
ベースに記録された当該落雷位置の落雷強度の情報を基に、各配電設備の落雷により想定
される被害を算出する想定被害算出手段と、想定被害算出手段により算出された、各配電
設備の落雷により想定される被害情報を出力する出力手段を備えたことを特徴とするもの
である。
【００２０】
　本発明に係る落雷被害想定装置では、距離算出手段により、落雷情報データベースに記
録された落雷位置の情報と、配電設備位置データベースに記録された各配電設備の位置情
報とを基に、落雷位置と各配電設備との間の距離を算出する。
【００２１】
　その後、想定被害算出手段により、距離算出手段で算出された落雷位置と各配電設備と
の間の距離と、落雷情報データベースに記録された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基
に、落雷により想定される各配電設備の被害を算出する。
　その後、出力手段により、想定被害算出手段により算出された、落雷により想定される
各配電設備の被害情報を出力する。
【００２２】
　上述した問題を解決するため、本発明に係る落雷被害想定方法は、落雷発生時に、各配
電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定方法であって、少なくとも、落雷
位置と落雷強度の情報とが対応付けられた落雷情報が落雷情報データベースに記録され、
かつ、各配電設備の位置情報が予め配電設備位置データベースに記録され、落雷被害想定
装置が、落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、予め配電設備位置データ
ベースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と各配電設備との間の距離
を算出し、算出した落雷位置と各配電設備との間の距離と、落雷情報データベースに記録
された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、各配電設備の落雷により想定される被害
を算出し、算出した各配電設備の落雷により想定される被害情報を出力することを特徴と
するものである。
【００２３】
　本発明に係る落雷被害想定方法では、落雷情報データベースに記録された落雷位置の情
報と配電設備位置データベースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と
各配電設備との間の距離が算出される。
【００２４】
　その後、算出された落雷位置と各配電設備との間の距離と、落雷情報データベースに記
録された当該落雷位置の当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、落雷により想定される
各配電設備の被害が算出される。
　その後、算出された落雷により想定される各配電設備の被害情報が出力される。
【００２５】
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　上述した問題を解決するため、本発明に係る落雷被害想定用プログラムは、
少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報が対応付けられた落雷情報が記録された落雷情報
データベースと、各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースとを
用いて、コンピュータにより落雷発生時の配電設備の落雷による被害想定を行う落雷被害
想定用プログラムであって、落雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、配電
設備位置データベースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と各配電設
備との間の距離を算出するステップと、算出した落雷位置と各配電設備との間の距離と、
落雷情報データベースに記録された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、各配電設備
の落雷により想定される被害を算出するステップと、算出した各配電設備の落雷により想
定される被害情報を出力するステップをコンピュータに実行させることを特徴とするもの
である。
【００２６】
　上述した問題を解決するため、本発明に係る記録媒体は、
少なくとも、落雷位置と落雷強度の情報が対応付けられた落雷情報が記録された落雷情報
データベースと、各配電設備の位置情報が予め記録された配電設備位置データベースとを
用いて、コンピュータにより落雷発生時の配電設備の落雷による被害想定を行う落雷被害
想定用プログラムを記録した記録媒体において、落雷情報データベースに記録された落雷
位置の情報と、配電設備位置データベースに記録された各配電設備の位置情報とを基に、
落雷位置と各配電設備との間の距離を算出するステップと、算出した落雷位置と各配電設
備との間の距離と、落雷情報データベースに記録された当該落雷位置の落雷強度の情報と
を基に、各配電設備の落雷により想定される被害を算出するステップと、算出した各配電
設備の落雷により想定される被害情報を出力するステップを実行させるためのプログラム
が記録されていることを特徴とするものである。
【００２７】
　本発明に係る落雷被害想定用プログラムでは、次のようにコンピュータが動作する。落
雷情報データベースに記録された落雷位置の情報と、配電設備位置データベースに記録さ
れた各配電設備の位置情報とを基に、落雷位置と各配電設備との間の距離が算出される。
【００２８】
　その後、算出された落雷位置と各配電設備との間の距離と、落雷情報データベースに記
録された当該落雷位置の落雷強度の情報とを基に、落雷により想定される各配電設備の被
害が算出される。
　その後、算出された落雷により想定される各配電設備の被害情報が出力される。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明に係る落雷被害想定装置によれば、落雷位置、落雷強度及び各配電設備の位置情
報を基に、各配電設備について、落雷による被害発生の想定を迅速に行うことができる。
【００３０】
　また、落雷位置からの距離と、落雷強度の情報を用いて配電設備の落雷による被害を想
定する構成であるため、被害想定の精度を向上させることができる。
【００３１】
　また、地絡・短絡等の事故発生の有無によらず、各配電設備の落雷による被害を想定す
る構成であるため、将来事故に繋がる被害が発生している恐れのある配電設備を特定する
ことができる。さらに地絡・短絡の状態と正常状態を繰り返すような設備被害の場合も、
被害発生設備の特定を容易に行うことができる。
【００３２】
　本発明に係る落雷被害想定方法によれば、落雷位置、落雷強度及び各配電設備の位置情
報を基に、各配電設備について、落雷による被害発生の想定を迅速に行うことができる。
【００３３】
　また、落雷位置からの距離と、落雷強度の情報を用いて配電設備の落雷による被害を想
定する方法であるため、被害想定の精度を向上させることができる。
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【００３４】
　また、地絡・短絡等の事故発生の有無によらず、各配電設備の落雷による被害を想定す
る方法であるため、将来事故に繋がる被害が発生している恐れのある配電設備を特定する
ことができる。さらに地絡・短絡の状態と正常状態を繰り返すような設備被害の場合も、
被害発生設備の特定を容易に行うことができる。
【００３５】
　本発明に係る落雷被害想定用プログラムによれば、落雷位置、落雷強度及び各配電設備
の位置情報を基に、各配電設備についての落雷による被害発生の想定を、コンピュータに
実行させることができる。
【００３６】
　また、落雷位置からの距離と、落雷強度の情報を用いて配電設備の落雷による被害を想
定するため、コンピュータにて実行される被害想定の精度を向上させることができる。
【００３７】
　また、地絡・短絡等の事故発生の有無によらず、各配電設備の落雷による被害の想定を
コンピュータにより実行するため、将来事故に繋がる被害が発生している恐れのある配電
設備を特定することができる。さらに地絡・短絡の状態と正常状態を繰り返すような設備
被害の場合も、被害発生設備の特定を容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下図面を参照して、本発明の落雷被害想定装置、落雷被害想定方法及び落雷被害想定
用プログラムの実施の形態について説明する。
【００３９】
　＜本実施の形態の落雷被害装置の構成例＞
　図１は、本実施の形態の落雷被害想定装置１を用いて、落雷による配電設備の被害の想
定を行う落雷被害想定システム２全体を示すブロック図である。図１は、所定の地域内に
設置されている各配電設備の管理を、落雷被害想定システム２が事業所ごとに行う例を示
している。図２は、落雷被害想定装置１にて用いられる各情報についての、情報名及び情
報内容の説明図である。
【００４０】
　落雷被害想定システム２及び落雷被害想定装置１は、例えば次に説明するような構成と
なる。
【００４１】
　図１に示すように、落雷被害想定システム２は、落雷被害想定装置１、ＬＬＳ３及び、
電気通信回線網４にて接続された当該事業所内のフィーダ・発変電所５を備えて構成され
る。
【００４２】
　また落雷被害想定装置１は、ＬＬＳデータベース６、配電設備位置データベース７、配
電設備対応関係データベース８、演算処理装置９及びディスプレイ１０を備えて構成され
る。
【００４３】
　演算処理装置９は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）及び、ＨＤＤ（Hard Di
sk Drive）等の記憶装置等を備えて構成され、事業所内判定部１１、距離算出部１２、落
雷位置近傍判定部１３、対応配電設備抽出部１４、状態変化確認部１５及び想定被害ラン
ク算出部１６を備えて構成される。
【００４４】
　ＬＬＳ３は、前述したように複数の方位探知局のアンテナにより落雷による電磁波を測
定し、この各測定結果に含まれる落雷方向のデータに基づき落雷位置を標定するものであ
る。ＬＬＳ３は、標定した落雷時間、落雷位置（緯度，経度）及び落雷強度の情報をＬＬ
Ｓ情報１７として出力する。ＬＬＳ情報１７は落雷情報の一例である。
【００４５】
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　ＬＬＳデータベース６は、例えばＨＤＤ等の記憶装置を備えて構成される。ＬＬＳデー
タベース６には、ＬＬＳ３から出力されたＬＬＳ情報１７が入力され、入力されたＬＬＳ
情報１７が、外部装置からの要求に応じて読み出し可能な情報として記録される。ＬＬＳ
データベース６は、演算処理装置９からの要求に応じてＬＬＳ情報１７を出力する。ＬＬ
Ｓデータベース６は、落雷情報データベースの一例である。
【００４６】
　配電設備位置データベース７は、例えばＨＤＤ等の記憶装置を備えて構成される。配電
設備位置データベース７には、少なくとも当該事業所内の配電柱、フィーダ及び発変電所
を含む各配電設備の位置情報が、外部装置からの要求に応じて読み出し可能な情報として
予め記録されている。配電設備位置データベース７は、記録されている各配電設備の位置
情報を配電設備位置情報１８として、演算処理装置９からの要求に応じて出力する。
【００４７】
　配電設備対応関係データベース８は、例えばＨＤＤ等の記憶装置を備えて構成される。
配電設備対応関係データベース８には、当該事業所内の少なくとも配電柱、フィーダ及び
発変電所についての、配置、接続関係に基づく対応関係が、外部装置からの要求に応じて
読み出し可能な情報として予め記録されている。
【００４８】
　配電設備対応関係データベース８は、記録されている配電設備対応関係情報１９を演算
処理装置９からの要求に応じて出力する。
【００４９】
　演算処理装置９は、ＨＤＤ等に記録された落雷被害想定用プログラムを実行することで
、事業所内判定部１１、距離算出部１２、落雷位置近傍判定部１３、対応配電設備抽出部
１４、状態変化確認部１５及び想定被害ランク算出部１６を実現する。
【００５０】
　演算処理装置９の事業所内判定部１１には、ＬＬＳデータベース６よりＬＬＳ情報１７
が入力される。演算処理装置９では、入力されたＬＬＳ情報１７にそれぞれ落雷件名が付
加されて、落雷件名ごとに個別に処理される。
【００５１】
　事業所内判定部１１は、入力されたＬＬＳ情報１７に落雷件名を付加して、処理対象Ｌ
ＬＳ情報３６とする。事業所内判定部１１は、各落雷の件名について、処理対象ＬＬＳ情
報３６の落雷位置の情報に基づき当該事業所内の配電設備に影響のある落雷であるか否か
を判定する。事業所内判定部１１は、当該事業所内の配電設備に影響がないと判定した落
雷件名については破棄を行う。
【００５２】
　当該事業所内の配電設備に影響があると判定した落雷件名については、処理対象ＬＬＳ
情報３６を、事業所関連ＬＬＳ情報２０として距離算出部１２に対して出力する。
【００５３】
　距離算出部１２は、事業所内判定部１１から出力された事業所関連ＬＬＳ情報２０が入
力される。また距離算出部１２は、配電設備位置データベース７から当該事業所内の配電
設備位置情報１８が入力される。
【００５４】
　距離算出部１２は、入力された事業所関連ＬＬＳ情報２０の落雷位置の情報と配電設備
位置情報１８に基づき、落雷位置と各配電設備の間の距離を算出し、落雷位置－配電設備
間距離２１として出力する。距離算出部１２は距離算出手段の一例である。
【００５５】
　落雷位置近傍判定部１３は、距離算出部１２より出力された事業所関連ＬＬＳ情報２０
及び落雷位置－配電設備間距離２１が入力される。落雷位置近傍判定部１３は、入力され
た落雷位置－配電設備間距離２１に基づき、落雷位置から所定の距離（近傍判定距離）内
に位置する配電柱の有無を判定する。
【００５６】
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　判定に用いられる近傍判定距離の長さとしては、落雷位置と配電設備の間の距離と、落
雷により配電設備に与えられる被害の関係から、例えば１００ｍに設定される。落雷位置
から所定の距離内に位置する配電柱が無いと判定した落雷件名の事業所内関連ＬＬＳ情報
２０については参考情報として保存する。
【００５７】
　落雷位置近傍判定部１３は、落雷位置から所定の距離内に位置する配電柱が有る場合、
その配電柱を特定配電柱として特定して、特定配電柱名を特定配電柱情報２２として出力
する。同時に事業所関連ＬＬＳ情報２０を特定ＬＬＳ情報２３として特定して出力する。
落雷位置近傍判定部１３は、特定落雷情報・配電設備抽出手段の一例である。
【００５８】
　対応配電設備抽出部１４は、落雷位置近傍判定部１３から出力された特定配電柱情報２
２が入力される。また対応配電設備抽出部１４は、配電設備対応関係データベース８から
出力された配電設備対応関係情報１９が入力される。
【００５９】
　対応配電設備抽出部１４は、入力された特定配電柱情報２２と配電設備対応関係情報１
９により、特定配電柱に対応した配電柱、フィーダ及び発変電所を抽出し、対応配電設備
情報２４として出力する。対応配電設備抽出部１４は、対応配電設備抽出手段の一例であ
る。
【００６０】
　状態変化確認部１５は、対応配電設備抽出部１４により出力された対応配電設備情報２
４及び、落雷位置近傍判定部１３から出力された特定ＬＬＳ情報２３が入力される。状態
変化確認部１５は、入力された対応配電設備情報２４に基づき、特定配電柱に対応したフ
ィーダ・発変電所５を抽出する。
【００６１】
　また状態変化確認部１５は、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５について、特
定ＬＬＳ情報２３の落雷時間から所定の時間内の状態変化を確認する。状態変化としては
、例えば発変電所にて感知される地絡、短絡又は配電線の事故などがある。また状態変化
確認部１５は、落雷に関連のある状態変化を確認するために、例えば落雷時間の２秒前か
ら５秒後内の状態変化を確認する。
【００６２】
　さらに状態変化確認部１５は、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５の状態変化
の情報を、電気通信回線網４を通じて状態変化情報２５として入手する。状態変化確認部
１５は、特定配電柱２２に対応したフィーダ・発変電所５に落雷時間から所定の時間内に
状態変化がない落雷件名の特定ＬＬＳ情報２３については参考情報として保存する。
【００６３】
　状態変化確認部１５は、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５に落雷時間から所
定の時間内に状態変化がある落雷件名については、状態変化情報２５を想定被害ランク算
出部１６に対して出力する。また状態変化確認部１５は、対応配電設備情報２４を想定被
害ランク算出部１６に対して出力する。状態変化確認部１５は状態変化確認手段の一例で
ある。
【００６４】
　想定被害ランク算出部１６は、状態変化情報２５、対応配電設備情報２４、特定ＬＬＳ
情報２３及び落雷位置－配電設備間距離２１が入力される。想定被害ランク算出部１６は
、特定配電柱に対応した各配電設備に対して、想定被害を算出してランク付けを行う。
【００６５】
　また想定被害ランク算出部１６は、特定配電柱に対応した各配電設備に対する想定被害
ランクの算出を、入力された状態変化情報２５、特定ＬＬＳ情報２３の落雷強度の情報及
び落雷位置－配電設備間距離２１に基づいて行う。
【００６６】
　さらに想定被害ランク算出部１６は、想定被害ランクの算出後に算出結果を想定被害ラ
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ンク情報２６として、ディスプレイ１０に対して出力する。想定被害ランク算出部１６は
、想定被害算出手段の一例である。
【００６７】
　ディスプレイ１０は、想定被害ランク情報２６が入力され、想定被害ランク情報を表示
する。ディスプレイ１０は出力手段の一例である。
【００６８】
　＜本実施の形態の落雷被害想定装置の動作例＞
　次に、図１で説明した落雷被害想定装置１及び、落雷被害想定装置１を用いた落雷被害
想定システム２の動作例を、落雷被害想定方法及び落雷被害想定用プログラムの実施の形
態として説明する。
【００６９】
　図３は、落雷被害想定装置１にて実行される落雷被害想定用プログラムのフローチャー
トの例である。図４及び図５は、落雷被害想定装置１のディスプレイ１０での、想定被害
ランク情報２６の画面表示例を示す説明図である。図４は想定被害ランク情報２６を地図
上に表示した例を示したものであり、図５は想定被害ランク情報２６を表形式で表示した
例を示したものである。
【００７０】
　以下においては、図４に示すように、配電柱２７ａ～２７ｊ及び変電所２８が、送電線
２９にて接続された状態の各配電設備の近傍に、落雷ａ及び落雷ｂがあった場合の、各配
電設備の想定被害ランク情報２６を算出する例についても合わせて説明する。落雷ａ及び
落雷ｂの落雷時間、落雷位置及び落雷強度は図４及び図５に示すとおりである。
【００７１】
　図１に示す、落雷被害想定装置１を用いた落雷被害想定システム２では、落雷の発生時
に、各配電設備に対して落雷による想定被害の算出及びランク付けが行われ、その結果が
ディスプレイ１０にて出力される。
【００７２】
　また落雷被害想定システム２においては、図４及び図５に示すように落雷箇所が複数あ
る場合は、それぞれの落雷について個別に処理される。
【００７３】
　落雷被害想定装置１を用いた落雷被害想定システム２において、落雷時の各配電設備の
想定被害ランク情報２６の算出及び出力は次のように行われる。
【００７４】
　まず落雷の発生時に、ＬＬＳ３にて、少なくとも落雷時間、落雷位置（緯度、経度）及
び落雷強度が標定され、随時ＬＬＳ情報１７としてＬＬＳデータベース６に出力される。
ＬＬＳデータベース６に入力されたＬＬＳ情報１７は、外部装置からの要求に応じて読み
出し可能な情報として、ＬＬＳデータベース６内に保存される。
【００７５】
　演算処理装置９は、ＬＬＳデータベース６よりＬＬＳ情報１７の読み出し及び取り込み
を行う（図３のＳ１）。演算処理装置９は、取り込んだＬＬＳ情報１７にそれぞれ落雷件
名を付加し、落雷件名ごとに個別に処理する。
【００７６】
　演算処理装置９に取り込まれたＬＬＳ情報１７は、事業所内判定部１１に入力される。
事業所内判定部１１では、入力されたＬＬＳ情報に落雷件名が付加されて、処理対象ＬＬ
Ｓ情報３６とされる。また事業所内判定部１１では、処理対象ＬＬＳ情報３６の落雷位置
の情報に基づき、落雷が当該事業所内の配電設備に影響のある落雷であるか否かの判定を
行う（図３のＳ２）。この判定は、処理対象ＬＬＳ情報３６の落雷位置が所定の地域内で
あるか否かにより行う。
【００７７】
　落雷が当該事業所内の配電設備に影響がないと判定された場合、その落雷件名は破棄さ
れる。落雷が当該事業所内の配電設備に影響があると判定された場合は、その落雷の件名
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の処理対象ＬＬＳ情報３６は事業所関連ＬＬＳ情報２０として距離算出部１２に対して出
力される。
【００７８】
　図４及び図５に示す例においては、落雷ａ及び落雷ｂは、当該事業所内の配電設備の近
傍に発生した落雷であるため、当該事業所内の配電設備に影響があると判定され、それぞ
れの処理対象ＬＬＳ情報３６は事業所関連ＬＬＳ情報２０として距離算出部１２に対して
出力される。
【００７９】
　その後演算処理装置９は、配電設備位置データベース７より配電設備位置情報１８の読
み出し及び取り込みを行う（図３のＳ３）。演算処理装置９に取り込まれた配電設備位置
情報１８は、距離算出部１２に入力される。
【００８０】
　距離算出部１２では、入力された事業所関連ＬＬＳ情報２０の落雷位置と配電設備位置
情報１８に基づき、落雷位置と各配電設備の間の距離が算出される（図３のＳ４）。算出
された落雷位置と各配電設備の間の距離は、落雷位置－配電設備間距離２１として事業所
関連ＬＬＳ情報２０と共に落雷位置近傍判定部１３に対して出力される。
【００８１】
　落雷位置近傍判定部１３では、入力された事業所関連ＬＬＳ情報２０と落雷位置－配電
設備間距離２１に基づき、落雷位置から所定の距離（近傍判定距離）内に位置する配電柱
の有無が判定される（図３のＳ５）。近傍判定距離の長さとしては、落雷位置と配電設備
の間の距離と、落雷により配電設備に与えられる被害の関係から、例えば１００ｍが設定
される。
【００８２】
　落雷位置近傍判定部１３では、落雷位置から所定の距離内に位置する配電柱が無い場合
、その落雷件名は参考情報として保存される。落雷位置から所定の距離内に位置する配電
柱が有る場合、その配電柱は特定配電柱として特定される。同時に事業所関連ＬＬＳ情報
２０は特定ＬＬＳ情報２３として特定される（図３のＳ６）。
【００８３】
　図４及び図５に示す例においては、配電柱２７ｅが落雷ａの落雷位置３０から１００ｍ
以内に位置しているため、配電柱２７ｅは特定配電柱として特定され、落雷ａの事業所関
連ＬＬＳ情報２０は特定ＬＬＳ情報２３として特定される。
【００８４】
　さらに、配電柱２７ｈ及び２７ｇが落雷ｂの落雷位置３１から１００ｍ以内に位置して
いるため、配電柱２７ｈ及び２７ｇは特定配電柱として特定され、落雷ｂの事業所関連Ｌ
ＬＳ情報２０は特定ＬＬＳ情報２３として特定される。
【００８５】
　特定配電柱の情報は特定配電柱情報２２として、対応配電設備抽出部１４に出力される
。特定ＬＬＳ情報２３の情報は、状態変化部１５及び想定被害ランク算出部１６に出力さ
れる。
【００８６】
　その後演算処理装置９は、配電設備対応関係データベース７より配電設備対応関係情報
１９の読み出し及び取り込みを行う（図３のＳ７）。演算処理装置９に取り込まれた配電
設備対応関係情報１９は、対応配電設備抽出部１４に入力される。
【００８７】
　対応配電設備抽出部１４では、入力された特定配電柱情報２２と配電設備対応関係情報
１９に基づき、特定配電柱に対応した配電柱、フィーダ及び発変電所が抽出される（図３
のＳ８）。抽出された各配電設備の情報は対応配電設備情報２４として、状態変化確認部
１５に出力される。
【００８８】
　図４及び図５に示す例においては、特定配電柱である配電柱２７ｅ、２７ｈ、２７ｇと
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対応関係にある配電柱２７ａ～２７ｊ、変電所２８及び送電線２９は対応配電設備情報２
４として抽出される。
【００８９】
　状態変化確認部１５では、入力された対応配電設備情報２４と特定ＬＬＳ情報２３に基
づき、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５が抽出される（図３のＳ９）。また状
態変化確認部１５では、抽出された特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５について
、特定ＬＬＳ情報２３の落雷時間から所定の時間内の状態変化が確認される。状態変化と
しては、例えば発変電所にて感知される地絡、短絡又は配電線の事故などがある。
【００９０】
　また状態変化確認部１５では、落雷に関連のある状態変化を確認するために、例えば落
雷時間の２秒前から５秒後内の状態変化が確認される。
【００９１】
　図４及び図５に示す例においては、変電所２８が特定配電柱に対応したフィーダ・発変
電所５として抽出され、落雷ａ及び落雷ｂの落雷時間の２秒前から５秒後内の状態変化が
確認される。
【００９２】
　演算処理装置９は、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５についての所定の時間
内の状態変化を，電気通信回線網４を通じて状態変化情報２５として入手し、状態変化確
認部１５に入力する（図３のＳ１０）。
【００９３】
　状態変化確認部１５では、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５に落雷時間から
所定の時間内の状態変化の有無が確認される（図３のＳ１１）。特定配電柱に対応したフ
ィーダ・発変電所５に落雷時間から所定の時間内に状態変化がない落雷の件名は参考情報
として保存される。
【００９４】
　さらに状態変化確認部１５では、特定配電柱に対応したフィーダ・発変電所５に落雷時
間から所定の時間内に状態変化がある落雷の件名は、状態変化情報２５が想定被害ランク
算出部１６に対して出力される。また対応配電設備情報２４も想定被害ランク算出部１６
に対して出力される。
【００９５】
　図４及び図５に示す例においては、落雷ａ及び落雷ｂの落雷時間の２秒前から５秒後内
に、変電所２８で地絡が確認されている。このため、変電所２８で確認された地絡の情報
が含まれる状態変化情報２５及び対応配電設備情報２４が、想定被害ランク算出部１６に
対して出力される。
【００９６】
　想定被害ランク算出部１６では、特定配電柱に対応した各配電設備に対する想定被害の
算出とランク付けが行われる。また、この各配電設備に対する想定被害の算出とランク付
けは、入力された状態変化情報２５、特定ＬＬＳ情報２３の落雷強度の情報及び落雷位置
－配電設備間距離２１に基づいて行われる。
【００９７】
　図４及び図５に示す例では、配電柱２７ａ～２７ｊ、変電所２８及び送電線２９に対す
る想定被害の算出とランク付けが、例えば次のように行われる。
【００９８】
　ランク付けは例えばＡランク・Ｂランク・Ｃランクの３ランクにて行う。それぞれの想
定被害ランクの内容は次のとおりである。
Ａランク…設備被害が発生している可能性が非常に高く、点検を必ず行う必要がある
Ｂランク…設備被害が発生している可能性が高く、点検を行う必要がある
Ｃランク…設備被害が発生している可能性は低く、点検を行う必要はない
　まず、落雷ａ及び落雷ｂの落雷時間の２秒前から５秒後内に発生した状態変化である、
変電所２８で検出された地絡に関連している恐れのある配電設備が抽出される。図４及び
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図５に示す例では、配電柱２７ａ～２７ｊ、変電所２８及び送電線２９が抽出される。
【００９９】
　抽出された配電設備に対して、落雷の強度及び落雷位置からの距離により、想定被害ラ
ンクの算出を行う。また、落雷位置からの距離と想定被害ランクの関係は、落雷の強度に
よって決定される。落雷ａ及び落雷ｂにおいては、図４の３２～３５に示すように、落雷
位置からの距離と想定被害ランクの関係が決められる。
【０１００】
　落雷ａについては、落雷ａランクＡ３２の範囲内に位置する配電設備についてＡランク
と判定され、落雷ａランクＢ３３の範囲内に位置する配電設備についてＢランクと判定さ
れる。落雷ｂについては、落雷ｂランクＡ３４の範囲内に位置する配電設備についてＡラ
ンクと判定され、落雷ｂランクＢ３５の範囲内に位置する配電設備についてＢランクと判
定される。
【０１０１】
　このような方法により算出された各配電設備の想定被害ランク情報２６は、ディスプレ
イ１０に対して出力される。
【０１０２】
　また、上述した例では、特定配電柱と対応関係にあるフィーダ・発変電所５に状態変化
が確認できた場合にのみ、各配電設備について想定被害ランクの算出を行う構成とした。
しかし、特定配電柱と対応関係にあるフィーダ・発変電所５に状態変化が確認できない場
合も、各配電設備について想定被害ランクの算出を行う構成としても良い。
【０１０３】
　これにより、現在は地絡・短絡などの事故が発生していないが、将来事故に繋がる被害
が発生している恐れのある配電設備を特定することが可能になる。
【０１０４】
　ディスプレイ１０では、図４及び図５に示すように入力された想定被害ランク情報２６
が表示される。図４に示す、想定被害ランク情報２６を地図上に表示する方法では、被害
が発生している恐れのある各配電設備の範囲、位置関係を視覚的に容易に把握することが
できる。特に送電線２９についても、断線等の被害が発生している恐れの高い範囲を容易
に把握することが可能になる。
【０１０５】
　図５に示す、想定被害ランク情報２６を表形式で表示する方法では、想定被害ランクの
順に各配電設備が並べられて表示されるため、被害が発生している恐れの高い順に各配電
設備を容易に把握することができる。
【０１０６】
　本発明に係る落雷被害想定装置１によれば、落雷時間、落雷位置及び落雷強度を含むＬ
ＬＳ情報１７、及び配電設備位置情報１８を基に、各配電設備について、落雷による被害
発生の想定を迅速に且つ容易に行うことができる。
【０１０７】
　また、落雷位置からの距離だけでなく、落雷強度の情報を用いて各配電設備の落雷によ
る被害を想定する構成であるため、被害想定の精度を向上させることができる。
【０１０８】
　また、本発明に係る落雷被害想定装置１によれば、特定配電柱に対応したフィーダ・発
変電所５について状態変化の有無を確認し、特定配電柱に対応した各配電設備について想
定被害ランクの算出を行う構成である。このため、被害が発生する恐れのある設備を絞り
込むことが可能となる。
【０１０９】
　さらに、本発明に係る落雷被害想定装置１によれば、特定配電柱に対応したフィーダ・
発変電所５について状態変化の有無を確認し、状態変化が有る場合にのみ想定被害ランク
の算出を行うことが可能な構成である。これにより演算処理装置９の処理対象を絞りこむ
ことが可能になり、演算処理装置９の負荷を軽減することが可能になる。
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【０１１０】
　また、本発明に係る落雷被害想定装置１によれば、落雷により被害を受けた恐れのある
全ての配電設備に対して、想定被害ランクの算出を行うことができる。これにより、地絡
・短絡の状態と正常状態を繰り返すような設備被害の場合も、被害発生設備の特定を容易
に行うことができる。
【０１１１】
　＜他の実施の形態の落雷被害想定装置の動作例＞
　次に、図１に示す落雷被害想定装置１において、配電設備対応関係データベース８、落
雷位置近傍判定部１３、対応配電設備抽出部１４及び状態変化確認部１５を備えずに構成
される例（落雷被害想定装置１’とする）の動作例を説明する。
【０１１２】
　以下においては、図４に示すように、配電柱２７ａ～２７ｊ及び変電所２８が、送電線
２９にて接続された状態の各配電設備の近傍に、落雷ａ及び落雷ｂがあった場合の、各配
電設備の想定被害ランク情報２６を算出する例について説明する。落雷ａ及び落雷ｂの落
雷時間、落雷位置及び落雷強度は図４及び図５に示すとおりである。
【０１１３】
　落雷被害想定装置１’を用いた落雷被害想定システム２では、落雷の発生時に、各配電
設備に対して落雷による想定被害の算出及びランク付けが行われ、その結果がディスプレ
イ１０にて出力される。また図４及び図５に示すように、落雷箇所が複数ある場合は、そ
れぞれの落雷について個別に処理される。
【０１１４】
　落雷被害想定装置１’を用いた落雷被害想定システム２においては、落雷時の各配電設
備の想定被害ランク情報２６の算出及び出力は次のように行われる。
【０１１５】
　まず落雷の発生時に、ＬＬＳ３にて、少なくとも落雷時間、落雷位置（緯度、経度）及
び落雷強度が標定され、ＬＬＳ情報１７としてＬＬＳデータベース６に出力され、ＬＬＳ
データベース９内に保存される。
【０１１６】
　演算処理装置９は、ＬＬＳデータベース６よりＬＬＳ情報１７の読み出し及び取り込み
を行い（図３のＳ１）、入力されたＬＬＳ情報１７にそれぞれ落雷件名を付加し、落雷件
名ごとに個別に処理する。
【０１１７】
　演算処理装置９に取り込まれたＬＬＳ情報１７は、事業所内判定部１１に入力される。
事業所内判定部１１では、入力されたＬＬＳ情報に落雷件名が付加されて、処理対象ＬＬ
Ｓ情報３６とされる。また事業所内判定部１１では、処理対象ＬＬＳ情報３６に基づき、
落雷が当該事業所内の配電設備に影響のある落雷であるか否かの判定を行う（図３のＳ２
）。この判定は、処理対象ＬＬＳ情報３６の落雷位置が所定の地域内であるか否かにより
行う。
【０１１８】
　落雷が当該事業所内の配電設備に影響がないと判定された場合、その落雷件名は破棄さ
れる。落雷が当該事業所内の配電設備に影響があると判定された場合は、その落雷の件名
の処理対象ＬＬＳ情報３６は事業所関連ＬＬＳ情報２０として距離算出部１２に対して出
力される。
【０１１９】
　図４及び図５に示す例においては、落雷ａ及び落雷ｂは、当該事業所内の配電設備の近
傍に発生した落雷であるため、当該事業所内の配電設備に影響があると判定され、それぞ
れの処理対象ＬＬＳ情報３６は事業所関連ＬＬＳ情報２０として距離算出部１２に対して
出力される。
【０１２０】
　その後演算処理装置９は、配電設備位置データベース７より配電設備位置情報１８の読
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み出し及び取り込みを行う（図３のＳ３）。演算処理装置９に取り込まれた配電設備位置
情報１８は、距離算出部１２に入力される。
【０１２１】
　距離算出部１２では、入力された事業所関連ＬＬＳ情報２０の落雷位置と配電設備位置
情報１８に基づき、落雷位置と各配電設備の間の距離が算出される（図３のＳ４）。算出
された落雷位置と各配電設備の間の距離は、落雷位置－配電設備間距離２１として事業所
関連ＬＬＳ情報２０と共に想定被害ランク算出部１６に対して出力される。
【０１２２】
　想定被害ランク算出部１６では、各配電設備に対する想定被害の算出とランク付けが行
われる。また、この各配電設備に対する想定被害の算出とランク付けは、入力された事業
所関連ＬＬＳ情報２０の落雷強度の情報及び落雷位置－配電設備間距離２１に基づいて行
われる。
【０１２３】
　図４及び図５に示す例では、配電柱２７ａ～２７ｊ、変電所２８及び送電線２９に対す
る想定被害の算出とランク付けが、例えば次のように行われる。ランク付けは例えばＡラ
ンク・Ｂランク・Ｃランクの３ランクにて行う。それぞれの想定被害ランクの内容は上述
したとおりである。
【０１２４】
　各配電設備に対して、落雷の強度及び落雷位置からの距離により、想定被害ランクの算
出を行う。また、落雷位置からの距離と想定被害ランクの関係は、落雷の強度によって決
定される。落雷ａ及び落雷ｂにおいては、図４の３２～３５に示すように、落雷位置から
の距離と想定被害ランクの関係が決められる。
【０１２５】
　このような方法により算出された各配電設備の想定被害ランク情報２６は、ディスプレ
イ１０に対して出力される。
【０１２６】
　ディスプレイ１０では、図４及び図５に示すように入力された想定被害ランク情報２６
が表示される。
【０１２７】
　落雷被害想定装置１’を用いた落雷被害想定システム２においては、落雷被害装置１と
比較して、配電設備対応関係データベース８、落雷位置近傍判定部１３、対応配電設備抽
出部１４及び状態変化確認部１５を備えないため、容易に且つ低コストで構成されること
が可能になる。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　本発明は、落雷発生時に各配電設備の落雷による被害を想定するための落雷被害想定装
置、落雷被害想定方法、落雷被害想定用プログラム及び記録媒体に適用される。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本実施の形態の落雷被害想定装置の例を示す説明図である。
【図２】本実施の形態の落雷被害想定装置にて用いられる情報の情報名及び情報内容の説
明図である。
【図３】本実施の形態の落雷被害想定用プログラムのフローチャートの例を示す説明図で
ある。
【図４】本実施の形態の落雷被害想定装置の画面表示例である。
【図５】本実施の形態の落雷被害想定装置の画面表示例である
【符号の説明】
【０１３０】
　１　落雷被害想定装置
　２　落雷被害想定システム
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　６　ＬＬＳデータベース
　７　配電設備位置データベース
　８　配電設備対応関係データベース
　９　演算処理装置
　１０　ディスプレイ
　１２　距離算出部
　１３　落雷位置近傍判定部
　１４　対応配電設備抽出部
　１５　状態変化確認部
　１６　想定被害ランク算出部

【図１】 【図２】
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